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要 旨

兵庫 県で はこれまで に7種 の コウモ リ類 の生息 が報 告 されて いるが,そ の情報 は非常 に少 ない.筆 者 らは

兵庫県下 に生息 す るコウモ リ類 の実態把握 を 目的 と した調査 を2009年 か ら実施 してい る.そ の中で,森 林 性

コウモ リ類を対象 と して,2011年7月 に兵 庫県養父市 大屋 町氷 ノ山 において カス ミ網 お よびハー プ トラップ

を用 い た調 査 を実 施 した結果,キ クガ シラ コウモ リRhinolophusferrumequinum,ヒ メ ホオ ヒゲ コウモ リ

M:yotisikonnikovi,コ テ ングコ ウモ リMurinaussuriensisの3種 が 確認 され た.兵 庫 県 において,ヒ メホ

オ ヒゲコウモ リとコテ ングコウモ リの2種 は初記録 とな る.大 径木 が多数生育 し,樹 洞 や樹皮下 の隙間 とい っ

たコウモ リ類が利用 可能 なね ぐ ら環境 が豊 富 に存在 す る氷 ノ山 は,ヒ メホオ ヒゲ コウモ リや コテ ングコ ウモ

リのよ うな森林性 コウモ リに とって,貴 重 な生息環境 であ る と言 え る.

キ ーワー ド:兵 庫県,氷 ノ山,森 林性 コ ウモ リ,キ クガ シ ラコウモ リ,ヒ メホオ ヒゲ コウモ リ,コ テ ングコ

ウ 干二u

は じ め に

国 内に生 息す る コウモ リ類 は37種 が 知 られて いるが,

3亜 種 を含む28種 が環 境省 の第4次 レッ ドリス ト(環 境

省,2012)で 絶 滅 のおそれ のあ る種 に選定 され ている.

コ ウモ リ類 は,夜 行性 で飛翔 す ることか ら人 目にっ きに

くい ことや,種 の識 別 には捕獲 が必要 であ り,調 査 に専

門性 を伴 うことか ら,研 究 は進 まず,そ の生 態 や生息状

況 には不 明な点が 多い.そ のため,そ の実 態が把握 され

ないまま,人 為的 な開発や 自然災 害 によ って,そ の数 を

減 らす危 険性が高 い.

兵 庫県 にお いて もコウモ リ類 の知見 は非 常 に少 な く,

三 谷(2000)に よ る と7種 の コウモ リが確 認 され てい る

のみで ある.兵 庫県 レッ ドデー タブック(兵 庫県,2003)

ではアブラコウモ リを除 くコウモ リ全種が県内における

生息の実態がほとんどわか らないとして,要 調査種に区

分されている.

筆者 らは,兵 庫県下 に生息するコウモ リ類の実態把握

を目的 として,2009年 か ら調査を継続 している.そ の中

で,特 に生息の実態が明 らかとなっていない森林性のコ

ウモ リ類に着目し,氷 ノ山後山那岐山国定公園に指定 さ

れ,自 然林が広 く残存する氷 ノ山の兵庫県養父市大屋町

域で実施 した.こ の調査において,兵 庫県初記録を含む

3種 のコウモ リ類を確認 したため,報 告する.

調 査 場 所 お よ び方 法

調査場所は,兵 庫県の最高峰である氷ノ山(標 高1,510
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m)を 兵 庫県波賀 町戸倉 か ら養父市大 久保 まで縦断 す る

広域基幹 林道瀞川氷 ノ山線 の うち,養 父市 大屋町横行 に

位置 す る標高約UOOmの 地 点で 実施 した(図1).氷

ノ山 の標 高1,000m付 近 は現存植生 図(環 境省,2003)

で は ブナ,ミ ズナ ラ群 落 とスギ･ヒ ノキ･サ ワラ植林 が

広域 を占めて いる.調 査地点 に は,ブ ナや ミズナ ラが優

占す る落 葉広葉樹林 に囲 まれ た地 点 を選定 した.

調 査 は2011年7月16日 ～17日 に 実施 し,カ ス ミ網 およ

びハ ープ トラ ップ(図2)を 用 いて コ ウモ リ類 の捕獲 を

試み た.カ ス ミ網 は幅6mな い し12m,高 さ5mの も

の を3張,ハ ープ トラップは幅2m,高 さ2mの もの

を1台 使 用 した.設 置時 間 は19:00～ 翌 日7:00ま で と し

た.捕 獲 個体 は前 田(2005)に 従 って種 を同定 し,性 別

の確認,体 重,前 腕長 の計測,写 真撮影 を実施 した.捕

獲種 の和 名お よび学 名 は前 田(2005)に 従 った.な お,

本調査は環境省および兵庫県から鳥獣捕獲許可証の交付

を得て実施 した.

図1調 査 場 所 位 置 図.

兵 庫 県 養 父 市 大 屋 町 氷 ノ 山.N35°19',E134°31°.

図2ハ ープ トラップ

2本 の青色支柱の間に,数cm間 隔 で縦に張 られたナイロ

ン製の糸に飛翔するコウモリが接触すると,下 部の袋に

落下する.



結 果

こ の 調 査 に よ っ て,キ ク ガ シ ラ コ ウ モ リ

Rhinolophusferrumequinum,ヒ メ ホオ ヒゲ コ ウモ リ

jM:yotisikonnikovi,コ テ ングコウモリ.Murinaussuriensis

の3種,そ れ ぞれ1個 体 を捕獲 した.個 体 の確認状況 を

以下 に述 べ,計 測年 月 日,外 部形 態計測値 な どは表1に

示 した.な お,確 認種3種 の うち,ヒ メホオ ヒゲ コウモ

リと コテ ングコウモ リの2種 は兵 庫県 にお ける正式 な生

息記録 はな く,初 記録 となる.

(1)キ ク ガ シラコウモ リ

Rhtinolophusferrumequinum

本 種 は,林 道上 に設 置 したカス ミ網 で捕 獲 した.捕 獲

個体(図3,4)は 鼻 葉が あ り,前 腕 長が50mm以 上 と

大型 であ ること(前 田,2005)か ら,キ クガシラ コウモ

リと同定 した.

(2)ヒ メ ホオ ヒゲ コ ウモ リ

Myotisikonnikovi

本 種 は,キ クガ シラコウモ リと同様 に,林 道上 に設 置

した カス ミ網で捕 獲 した.捕 獲個体(図5,6)は 耳 珠

が細 く,先 端が尖 る とい うホオ ヒゲ コ ウモ リ属 の特徴 と

と もに,褐 色 の体毛,側 膜が外足 指 の基部 にっ くとい う

特徴(前 田,2005)か ら ヒメホオ ヒゲ コウモ リと同定 し

た.

(3)コ テ ング コウモ リ

Murinaussuriensis

本 種 は,ブ ナや ミズナ ラが優 占 し,林 床 にサ サが密生

す る樹林 内 に設置 したハ ープ トラ ップで捕 獲 した.捕 獲

個体(図7,8)は 鼻 孔 が筒状で突 出 し,前 腕長 が38mm

以 下 と小 型で ある こと,黄 土色 の体毛 が腿 間膜 まで密生

す る とい う特徴(前 田,2005)か らコテ ングコウモ リと

同定 した.捕 獲個体 は乳頭が発達 し,裸 出 して いた こと

か ら,周 辺で繁殖 してい る可能性 が高 い.

考 察

今回確認 したキクガ シラコウモ リは,国 内で は北海道,

本 州,四 国,九 州,伊 豆大 島,三 宅島,八 丈島,佐 渡,

対 馬,五 島列島,屋 久島,口 之 島か ら記録 があ り,主 に

洞穴 をね ぐらとす る種 であ る(阿 部 ほか,2005).ヒ メ

ホオ ヒゲ コウモ リは,国 内 では北海道,本 州か ら記録 が

あ るが,西 日本で の記録 は少 な い(阿 部 ほか,2005;岡

田 ほか,2010).ま た,自 然 林へ の依存度 が高 い種 であ

り(安 井 ほか,2000),主 に 枯死立 木 のめ くれた樹皮 の

下を日中のね ぐらとす ると報告 されている(Yasuieta1.,

2004;福 田 ほか,2006).コ テ ング コウモ リは,国 内で

は北海道,本 州,四 国,九 州,屋 久 島,対 馬,壱 岐 か ら

記録 があ り(阿 部 ほか,2005),日 中 の ね ぐらと して,

樹 洞,樹 皮 の隙間,広 葉樹 の枯 葉,サ サ藪,雪 中 とい っ

た様 々な環 境 を利用 す るこ とが報 告 されてい る(船 越 ほ

か,2009;平 川,2007;中 山 ほか,2009;山 田･江 木,

2011).

本 調 査 の コウモ リ捕 獲地点 であ る氷 ノ山の高標高地 に

は,ブ ナーミズナ ラ群落 や トチ ノキ､ケ ヤキが優 占す る

渓畔林 とい った多様 な 自然植生 が広 く分布 し,樹 洞 を持

っ大径木 も多数生育 して いる.今 回確認 された ヒメホオ

ヒゲ コウモ リや コテ ングコ ウモ リの よ うな森林性 コ ウモ

リに とって,樹 洞 や樹 皮下 の隙間 とい った 日中 のね ぐら

が豊富 に存 在す る氷 ノ山 は,良 好 な生息環境 で ある と推

測 され る.ま た,岡 田ほか(2008),岡 田 ほか(2010)

は氷 ノ山の鳥取県側 で今回確認 され た3種 を含む5種 の

コウモ リを確認 してい る.こ の ことか らも,氷 ノ山周辺

が コウモ リ類 にと って貴重 な生 息環境 であ ると言 え る.

今 回 の調 査 によ り,兵 庫県下 にお いて新 たに2種 の コウ

モ リ類 が確 認 され た.今 後 も調 査を継続 し,コ ウモ リ類

の保全 に向 けた生息実 態 の情報 収集が望 まれ る.

表1捕 獲 したコウモリ類の概要
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図9と 同 一 個 体.体 毛 が 尾 膜 まで 密 生 す る.



文 献

阿部 永･石 井信夫･金 子之史･伊 藤徹魯･前 田喜四雄･

三 浦慎悟･米 田正明(2005)日 本 の哺乳類[改 訂版].

東 海 大学 出版会,神 奈川.

福 田大介･上 條隆志･安 井 さち子(2006)夏 期 におけ る

ヒメホオ ヒゲ コ ウモ リMyotisikonnikoviOgnevの

集 団 ね ぐら.哺 乳 類科学,46(2),177-180.

船 越 公威･長 岡研太･竹 山光平･犬 童 ま どか(2009)コ

テ ング コ ウモ リMurinaussuriensisに お け る ア カ

メガ シワ トラップのね ぐら利 用 と繁殖生 態.哺 乳類

科学,49,245-256.

平 川 浩 文(2007)コ テングコウモリ(Murinaussuriensis)

の夏 季 におけるね ぐら利用.東 洋編幅 研究所紀要,

6,1-7.

兵 庫 県(編)(2003)改 訂･兵 庫 の貴重 な 自然 一兵庫県

版 レッ ドデー タブ ック2003.兵 庫 県.

環 境省(2003)第6回 自然環境保 全基礎調 査 植生調 査

(氷 ノ山).環 境 省.(2012年10月9日 閲覧)[http://

203.138.185.154/data/25000veg/pdf/533404.pdf]

環 境 省(2012)第4次 レッ ドリス ト.環 境省.(2012年10

月9日 閲覧)[http://www.env.go.jp/press/file _

view.php?serial=20550&hou_id=15619]

前 田喜 四雄(2005)日 本 産翼手 目(コ ウモ リ目)検 索表.

In:阿 部 永･石 井 信夫･金 子之 史･伊 藤 徹魯･前

田喜 四雄･三 浦慎 悟･米 田正 明(編),日 本 の哺乳

類[改 訂版].東 海 大学 出版会,神 奈川,159-169.

三 谷 雅純(2000)兵 庫 県 の野生 哺乳類 の現 状 と保護管理

の課 題:総 説.人 と自然,11,43-59.(2012年10月

9日 閲覧)[http://www.hitohaku.jp/research _co

llections/hitoto/hito _volll/Mitani%20hito%20vol

11.pdf]

中 山知 陽･村 山良 子･佐 藤雅彦･前 田喜 四雄(2009)

北 海 道北部 でのコテングコウモ リMurinaussuriensis

の行 動 圏 および隠れ家.利 尻研究,28,83-85.

岡 田珠美･岡 田 純･一 澤 圭(2008)鳥 取 県 におけ る

テ ングコウモ リ属2種 の初記 録 および ヒナ コウモ リ

2例 目の確認.鳥 取県 立博物館 研究報告,45,7-9.

(2012年10月9日 閲覧)[http://site5.ton-info.co.

jp/photolib/museum/2656.pdf]

岡 田珠美･岡 田 純･上 野吉雄･内 藤順一(2010)鳥 取

県若桜 町氷 ノ山か らの ヒメ ホオ ヒゲ コウモ リの初記

録.山 陰 自然史研 究,5,62-63.

山 田 勝･江 木寿 男(2011)岡 山 県 のおけ るコテ ングコ

ウモ リ(翼 手 目,ヒ ナ コウモ リ科)の 確 認記録 にっ

いて.岡 山県 自然 保護 セ ンター研究報 告,18,81-

87.(2012年10月9口 閲 覧)[http://opnacc.eco.

coocan.jp/pdf/chow-kenkyu/vo118/18 _p81-87.pdf]

安 井 さち子･上 條 隆志･繁 田真 由美･佐 藤 洋司(2000)

栃 木県 におけるヒメホオヒゲコウモ リM:yotisikonnikovi

OGNEVの 分 布 と現存植生 図 を用 い た分布 の解析.

哺 乳類 科学,40(2),155-165.

Yasui,S., Kamijo,T., Mikasa,A., Shigeta,M. 

    and Tsuyama,I. (2004) Day roosts and 

    roost-side selection of  Ikonnikov's 

    whiskered bat, Myiotis ikonnikovi, in 

    Nikko, Japan. Mammal Study, 29, 155-161.

(2012年7月31日 受 付)

(2012年10月26日 受 理)


